
1

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

一般事務事業 青少年室

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

③

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 　こどもプラザ事業の開催回数の増加や内容の充実に向けて、教員管理職ＯＢのブロックアドバイ

ザーを配置し、学校、地域との協議等の他、フレンド連絡会の開催や各広場への巡回により、こど
もプラザ事業の運営、事業の評価検証、他事業との連絡調整、事業に従事するスタッフへの助言
等を行なっている。
  従来、教員管理職の退職者の中からブロックアドバイザーを採用してきましたが、学校現場では
管理職が不足しており、退職後もそのまま再任用校長となる例が増えていることから、ブロックア
ドバイザーの確保が課題であり、令和元年度は１名欠員となった。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② こどもプラザ運営事業 青少年室
　こどもプラザ事業の円滑な実施を図るため、事業に対する評価検
証・支援を行なう。また、学校や他事業との連絡調整や事業に携わる
ボランティアスタッフへの研修も実施する。

事業の一部が法
定事務

（千円）

4,857
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

　国の新・放課後子ども総合プランに掲げる留守家庭児童育成室と太陽の広場の一体的な運営が全３６
校で行われており、学校施設を利用した子供たちの「安心安全な居場所づくり」の役割を果たしている。
　しかしながら、本市では今後も児童数が増加する見込みであり、空き教室などの活動場所及び見守りボ
ランティア（フレンド）の確保など、継続的に実施する上での課題が生じている。
　令和元年度は、大雨や雷などの自然現象のほか、一昨年度から継続となる不審者事案による安全確保
のため、３校については保護者等のお迎えとブロックアドバイザーの配置強化により月１回、実施した。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① こどもプラザ事業 青少年室
　児童が安心して安全に過ごせる居場所や体験活動の機会を提供す
るため、小学校の運動場などを利用し放課後に「太陽の広場」、土曜
日等に「地域の学校」を実施している。

事業の一部が法
定事務

（千円）

25,263
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

432 施策 放課後の居場所の充実

こどもプラザ事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

1


